
 1 

 
                                                                    平成２１年４月１７日 
 
各  位 

                                             上場会社名    株式会社 鹿  児  島  銀  行    
                       代表者名   取締役頭取 永 田 文 治 
                                              (コード番号 8390 東証第１部、大証第１部、福証) 
                          問合せ先   常務取締役総合企画部長兼 
                              総合企画部グループ会社統括室長 
                                              松 山 澄 寛  
                       T E L    （０９９）２２５－３１１１  

                                                    
 

平成２１年３月期 通期の業績予想の修正に関するお知らせ 
 
 平成２０年１１月１３日に公表しました平成２１年３月期 通期 （平成２０年４月１日～平成２１

年３月３１日）の業績予想を下記のとおり修正しましたのでお知らせいたします。 
 
                      記 
 
  １．単体業績予想の修正 
   平成２１年３月期 通期（平成 20 年 4 月 1 日～平成 21 年 3 月 31 日） 
                                     （単位：百万円） 

 経常収益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想  （Ａ） ７０，０００ １６，０００ １０，０００ 

今 回 修 正 予 想  （Ｂ） ６７，９００ ９，５００ ６，４００ 

増     減     額   （Ｂ－Ａ） △２，１００ △６，５００  △３，６００ 

増     減     率   （％） △３．０％ △４０．６％ △３６．０％ 

（ご参考）    
前期（平成 20 年 3 月期）実績 ７７，３７８ １６，９４９ ８，７５０ 

 
 ２．連結業績予想の修正 
   平成２１年３月期 通期（平成 20 年 4 月 1 日～平成 21 年 3 月 31 日） 
                                     （単位：百万円） 

 経常収益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想  （Ａ） ８４，８００ １７，３００ １０，２００ 

今 回 修 正 予 想  （Ｂ） ８２，７００ １０，５００ ６，７００ 

増     減     額   （Ｂ－Ａ） △２，１００ △６，８００ △３，５００ 

増     減     率     （％） △２．４％ △３９．３％ △３４．３％ 

（ご参考）    
前期（平成 20 年 3 月期）実績 ９２，７４８ １８，６２７ ９，１３７ 
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３．業績予想の修正理由 
（１）単体業績予想の修正理由 
   経常収益は、有価証券利息配当金や役務取引等収益等の減少により前回予想に比べ減少する 

見込であります。 
     また、経常利益及び当期純利益は、米国のサブプライムローン問題等に端を発した世界的な 

金融市場の混乱により株式・投資信託など保有有価証券の減損処理額が増加したことなどから 
前回予想を下回る見込であります。 

     なお、配当につきましては、平成２０年１１月１３日公表のとおり、期末４円（年間８円）の 
配当を予定しております。 

 
（２ ）連結業績予想の修正理由 

      業績予想の修正は、主として単体業績予想の修正によるものであります。 
 

 
（参  考） 
  平成２１年３月期 通期単体決算予想                       （単位：億円） 

 前回予想 今回予想 
 

前回予想比  平成 19 年度 
   実  績 

業務粗利益    ５４１    ５２２    △１９    ５４３ 
 うち国債等債券損益 △１ △７ △６ ０ 
  うち国債等債券償却 ０ ８ ８       ０ 
一般貸倒引当金繰入額 －      － －     ４８ 
経 費    ３７６    ３７３ △３    ３５８ 
業務純益 １６５ １４８    △１７    １３７ 
（コア業務純益）     １８４ 
臨時損益      △６    △５３    △４７     ３１ 

うち不良債権処理費用 ２      ８ ６     ３７

うち株式等関係損益     △８    △４５    △３７     ５８

   

 うち株式等償却 １０ ３０ ２０ ８ 
経常利益    １６０     ９５    △６５    １６９ 
特別損益 １５ ２２ ７ △１４ 
 うち貸倒引当金戻入益     ２２ ２８ ６ － 
当期純利益    １００     ６４    △３６     ８７ 

  （注）１．コア業務純益 ＝ 業務純益 ＋ 一般貸倒引当金繰入額 － 国債等債券損益 

     ２．今回予想は、一般貸倒引当金の戻入額（６０億円）が個別貸倒引当金繰入額（３２億円）を上回った 

ため、貸倒引当金戻入益２８億円（特別利益）の計上を見込んでおります。 

                                   
                                        以 上 

 
 

上記予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、 

様々な要因により変動する可能性があります。 

 

（１５６） (１６６) (△１０) (   ) 


